
ユーザー業界� 活用アイデア�

patent review

market potential

用　語　解　説�

電気・�
電子�

情報・�
通信�

機械・�
加工�

輸　送�

土木・�
建築�

繊維・�
紙�

化学・�
薬品�

金属�
材料�

有機�
材料�

無機�
材料�

食品・�
バイオ�

生活・�
文化�

その他�

屋外フェンス等の固定用金属ポールにおいて、
根元の強度向上の構造及び防錆構造を提供する
特 許 権 者：リフォームサイエンス株式会社 ライセンス情報番号：L2003004900

屋外用フェンス等は金属ポールにより取り付けら

れ、根元をコンクリートブロックにて固定するのが一

般的構造である。フェンスには風や人力等により大き

な荷重がかかり、その金属ポールの根元に集中的に過

大な荷重が発生する。又屋外では塗装により防錆対策

を施しているが、金属ポール内部に雨水等により水が

侵入して溜まり、錆の発生を促進する。このためフェ

ンスは定期的なメンテナンスが必要であり、場合によ

っては破損に到ることになる。場合によってはこの破

損は、重大な災害に発展することも考えられる。

本発明ではこれらの対策として、①金属ポール内部

の根元部分に合成樹脂の内柱を設け、この部分をコン

クリートブロックに埋め込んで根元を補強する構造、

②さらにこの合成樹脂の上部付近にふたをして、外部

へ貫通する水抜き穴を設けた構造である。

①の構造によってフェンスから金属ポール根元にか

かる荷重に対し強度を増加し、②の構造によって水溜

り及びそれによる錆の進展を防止する。

これらの効果により屋外フェンスの寿命を延ばしメ

ンテナンスを削減でき、さらに安全性を高めることが

出きる。

原稿作成：木島　研二　　株式会社ベンチャーラボ

屋外フェンスは様々な場所で広く使用されてお

り、この金属ポール固定方式が標準的な構造であ

る。本発明の構造はこれらの従来の金属フェンス

等にそのまま適用できる。さらに屋外で使用する

様々な構造物や建築物にも適用可能である。これ

ら屋外用構造物いわゆるエクステリア市場は、主

要7品目で市場規模は約2670億円（2002年度）に

達している。その中でもこの金属ポールが適用で

きそうな分野として、門扉・フェンスが約1000

億円、カーポートが約320億円、自転車置き場が

約110億円となっている。エクステリア市場では、

生活者のライフスタイルへの提案や消費者の関心

を高めることが重要である。事業では空間提案を

活かす商品開発、専門業者の囲い込みや住宅メー

カ・工務店との連携が重要である。
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フェンス一般
○強度及び低メンテナンスを要する
フェンス、防犯用フェンス

エクステリア市場構造物
○カーポート、動物檻、ベランダ柵、
交通機関関連

土木・建築�

生活・文化�



特　許　情　報　 参　考　情　報　

特許流通データベース情報　

もしくはお近くの特許流通アドバイザー
http://www.ryutu.ncipi.go.jp/db/index.html

からご覧になれます。

皆様からのお問合せを、お待ちしています。

■この特許の問合せ先■

（P160～163をご覧下さい）にご連絡下さい。

・特許流通アドバイザーによる推薦

・関連特許：なし

・権利存続期間：16年0ヶ月（平31.10.27満了）
・実施段階：実施有り
・技術導入時の技術指導の有無：無し
・ノウハウ提供：無し
・ライセンス制約条件：許諾のみ

○出願番号：特許平11-306108
○出願日/平11.10.27
　
○公開番号：特開2001-123709
○公開日/平13.5.8
　
○特許番号：特許3330912
○登録日/平14.7.19

・タイトル：根元が錆びないポール
・ライセンス番号：L2003004900

リフォームサイエンス株式会社　
代表取締役社長　知花　順子

〒901-2221
沖縄県宜野湾市伊佐3－9－12
TEL:098-899-2222 FAX:098-897-9196
E-mail:riform.s@galaxy.ocn.ne.jp　
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